施設処遇会議　議事録

と　き：H18.5.22　13:40～15:00

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　出席者：村田I.O.O・清水G.O.M・長谷部・小坂・佐々

木・山田・山口・金澤・四戸

（欠席者：C.O.O・江刺家I.O.O・秋山G.O.M・壬生G.O.M・小田・小松・坂本）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：佐々木

議題

１：古舘ヨリ様（青明舎利用者様）の処遇について

２：今野容子様（青風荘入所者様）の処遇について

３：村上元道様（青山荘入所者様）の処遇について

１：古舘ヨリ様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　合併症：糖尿病・高血圧

　＜問題点＞

1 月末になるとお金について不安になる

介入方法→入金についての確認を姉にするよう話をする。また、連絡する時の聞き方が上手くできない為、助言・声かけを行う。

②　糖尿病の管理

介入方法→食事面や運動面について確認、助言を行う。青山荘の食事サービスを利用する。

2 高齢となってきている為、今後の単身生活について検討する。

介入方法→本人・姉を交えて、今後について話し合う機会を持つ。

＜評価＞

　　右前腕部骨折による通院費等でお金がかさむこともあり４月から青山荘の食事を注文していない。糖尿病を合併しているため、食事状況の把握が必要である。また、金銭面も含めた生活状況全般について再度確認を行う。その上で本人の不安の訴えについてその都度話を聞き、説明を行う。本人にATM利用を勧めていくことから、分からない部分については職員が同行し、繰り返し学習していく。家族との関わりについても定期的に連絡が取れるよう支援する。

２：今野容子様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　合併症：糖尿病、高血圧症、狭心症

　＜問題点＞

1 糖尿病の自己管理（隠れておやつを食べている）

介入方法→基本的におやつは摂られないことを促す。別のものを食べたいからと自分でカロ

リーのやり繰りをしないよう説明する。

2 合併症（高血圧症・腎機能低下の為、減塩食となっている）

介入方法→香辛料や調味料を使用していることがあるため、その都度減塩食になっている理

由を伝える。

3 対人関係（他者に対して威圧的な言動がある。物のやり取りで関係を図ろうとする）

介入方法→その言動は正しかったか、自分がそうされたらどう感じるか考えてみるよう促す。

＜評価＞

　青山荘入所時、戸籍がなく、住民登録もしていなかったため、住民登録のみ行っている。本人は家に帰りたいという願望が強く、青風荘はそれまでのつなぎの場として考えている様子。生活レベルも高いことから、現在の状態を維持することが目標である。腎機能低下について、悪化した場合には人工透析の必要性も考えられることから、健康管理に注意していく。

３：村上元道様（青山荘入所者様）の処遇について

＜問題点＞

1 生活リズムが安定しない（就床時間・起床時間が遅い）

介入方法→・ 本人の話や観察から睡眠状態と気分の状態を把握する。

・ 時間に遅れず起床するための対処法を一緒に考える機会（面談）を設ける。

・ 不安な事を本人から話せ、眠りやすい環境作りをする。日中の活動と就床時間の関わりを把握する。

2 就労や退所を急ぐ傾向があり、現在の生活に不満がある。

介入方法→・急ぎすぎている事を本人に伝え、現在行っていることや目標の評価を行う。　　　

・焦る理由に関して「早く仕事に就きたいから」と話し、具体的な理由はない。継続が大切である事を伝え、目標とする。

・青山荘やデイケアでの活動に対して目標や行いたいことを細分化させる。

3 家族関係の調整

介入方法→・弟からの金銭要求に対して金銭を貸しているため、生活保護費の使用に関して説明する。

・本人にとって姉は「信頼できる相手」であるが、宗教の信者でもあり、本人にとって不利益となる事も多い。今後大きな支障をきたすようであれば姉との話し合いの場を設ける必要もある。

＜評価＞

　退所後は兄弟の折り合いが悪く、自宅に戻る事は難しい。本人と家族は単身生活を希望している。

　就労を目標とするために基礎的なことを定着させる必要があることを本人と確認する。現段階では家族の借金面には触れず、主治医と連携しながら本人の生活を安定させる事を優先する

（まきこまれによる病状悪化を防ぐ）。また、宗教についても本人の生活訓練上支障があるようであれば主治医と連絡を取り、姉とも面談を行う等の対応策を検討する。

　

